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介護保険サービス利用の流れ介護保険サービス利用の流れ
問い合わせ　高齢介護課緯運９１５７

※2 生活機能に関する2５項目の質問票　※3 ホームヘルプサービスやデイサービスなど

　介護保険サービスは、６５歳以上の人と、４０歳から６４歳の特定疾病患者が受けられる介護のサービスです。
　サービスを利用したいときには、利用する前に「どれくらいの介護が必要か」という認定を受ける「要
介護認定」が必要です。認定の審査・判定には、約1カ月かかるので、早めに次の流れのとおり申請し、
サービスを利用してください。

要介護認定の
相談・申請 必要なもの　

介護保険被保険者証（ピンク色）（※1）、健康保険被保険者証

　初めて要介護認定の申請をするときは、住んでいる地域の地域包括支援セン
ターに相談してください。問い合わせ先は、９ぺージを確認してください。　　
　申請は、本人または家族が高齢介護課の窓口で行ってください。

審査・判定

　保健・医療・福祉の専門家で構成する介護認定審査会で、認定調査の結果
と主治医意見書をもとにどれくらいの介護が必要か審査・判定を行います。
認定調査とは

市の認定調査員が訪問し、本人や家
族に心身の状態に関して聞き取り調
査を行うもの。

主治医意見書とは
市が、かかりつけの医師に申請者の
病気や心身の状態に関する主治医意

見書の作成を依頼するもの。

※1  第２号被保険者（40~64歳で特定疾病に該当する人）で新規申請の場合は不要

▼サービス計画の
作成

「要支援 １～ ２」と認定された人
　地域包括支援センターまたは介護予
防支援の指定を受けた居宅介護支援事
業所に「介護予防サービス計画（予防
プラン）」の作成を依頼してください。

（※４）

　在宅サービスを利用する場合は、居
宅介護支援事業所に「介護サービス計
画（ケアプラン）」の作成を依頼して
ください。施設サービスを利用する場
合は、施設に直接申し込んでください。

「要介護 １～ ５」と認定された人
　介護保険サービスを利用するためには、各サービス計画が必要です。

▼
認定結果の通知

　「非該当」「要支援１～2」「要介護１～５」の区分に分けて認定され、申請者
に「認定結果通知書」と「介護保険被保険者証」が郵送で届きます。認定結
果によって、受けられる介護保険サービスは異なります。

非該当 ６５歳以上の人で「基本チェックリスト（※2）」で「事業対象者」と判定さ
れた場合、「介護予防・生活支援サービス事業（※3）」を利用できます。

要支援
１~2

「介護予防サービス」または「介護予防・生活支援サービス事業」を利用で
きます。

要介護
１~５

「介護サービス」を利用できます。

利用開始

　各計画に沿ってサービスを利用してください。
※ 利用者は費用の１～3割を負担します。利用料が高額になったときは、払い

戻される場合もあります
※ 要介護認定には有効期間があり、有効期間満了日の６０日前から更新申請を

することができます。介護予防・日常生活支援総合事業の事業対象者には
有効期間はありませんが、計画の見直しなど、随時相談してください

※ ４  介護予防・生活支援サービス事業のみを利用する場合は、
　地域包括支援センターに作成を依頼してください
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地域包括支援センターを知っていますか？地域包括支援センターを知っていますか？

4つの面から
高齢者の皆さんを
支えます

問い合わせ　地域包括ケア推進課☎㉚9167

地域包括支援センター・高齢者総合相談窓口（ブランチ）

担当地域 地域包括支援センター ところ 問い合わせ

廿日市西部
（地御前・阿品・阿品台） 地域包括支援センターはつかいち西部

地御前1-3-28
学研廿日市市多世代サポートセンター
2階

☎㉚9066

廿日市中部
（宮内・串戸・金剛寺・宮園・四季が丘） 地域包括支援センターはつかいち中部 宮内4286-1 ☎⑳4580

廿日市東部
（佐方・廿日市・平良・原） 地域包括支援センターはつかいち東部 新宮1-13-1

山崎本社 みんなのあいプラザ3階 ☎㉚9158

佐伯・吉和 地域包括支援センターさいき 津田1989
佐伯支所内 ☎�2828

大野・宮島 地域包括支援センターおおの 大野1-1-1
大野支所内 ☎㊿0251

◦住んでいる地域を担当している地域包括支援センターに連絡してください

担当地域 高齢者総合相談窓口（ブランチ） ところ 問い合わせ

吉和 吉和支所　市民福祉係 吉和1886-1　吉和支所内 ☎�2113

宮島 社会福祉法人いもせ聚楽会宮島事務所 宮島町960-2　宮島福祉センター内 ☎㊹0250

◦吉和・宮島地域には地域包括支援センターへつなぐための高齢者総合相談窓口（ブランチ）を設置しています

　地域包括支援センターは、介護や健康、医療などさまざまな面から地域で暮らす高齢者の皆さんを支
援するための拠点です。保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーなどが協力し、総合的に支援します。
行政機関、保健所、医療機関などとも連携しているので、安心して利用してください。

　安心して日常生活を送れる
ように、皆さんの権利を守るこ
とに取り組みます。例えば、 成
年後見制度の紹介や虐待の早
期発見、消費者被害の未然防
止などに対応します。

虐待の不安などから
権利を守ります

　高齢者の皆さんや家族、地
域の人からの相談や悩みに応え、
情報の提供やサービスの紹介
をします。介護や健康相談の
ほか、認知症地域支援推進員
に認知症や若年性認知症に関
する相談をすることもできます。

相談や悩みに応えます

　自立して生活できるように、
個人の心身の状況や環境に合っ
たサービスの紹介やセルフケア
に関する助言など、健康づくり
や介護予防の手伝いをします。

自立して暮らせるよう
支援します

　住み慣れた地域で暮らし続
けられるよう、ケアマネジャー
の指導・支援など、地域のさ
まざまな機関・専門家と連携・
協力できる体制づくりに取り組
みます。

地域の連携・協力体制
を支えます

総合相談総合相談
支援業務支援業務

介護予防介護予防
ケアマネジメントケアマネジメント

業務業務

権利擁護業務権利擁護業務
包括的・継続的包括的・継続的
ケアマネジメントケアマネジメント
支援業務支援業務




